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川越市教育委員会第４回定例会会議録 

 

１ 会議の場所  川越市教育委員会 教育委員会室 

２ 開   会  平成２５年６月２４日 午後２時 

３ 閉   会  平成２５年６月２４日 午後２時５０分 

４ 出 席 委 員       梶川牧子、長谷川 均、原田由美、長井良憲、伊藤 明 

５ 欠 席 委 員       なし 

６ 委員長の職務を行った者  委員長梶川牧子  

７ 説明のため出席した者             教育総務部長横田 隆、学校教育部長新保正俊、教

育総務部副部長兼教育財務課長円城寺実、教育総務部参事兼地域教

育支援課長芹沢雅一、教育総務部参事兼中央公民館長大嶋美紀夫、

学校教育部副部長兼学校管理課長小林英二、学校教育部参事兼教育

指導課長佐野 勝、学校教育部参事兼教育センター所長福島正美、

教育総務課長川合俊也、文化財保護課長忽滑谷達夫、中央図書館長

澤田勝弘、博物館長田中 信、学校給食課長岩澤義明、市立川越高

等学校事務長御菩薩池和良 

８ 前回会議録の承認 

平成２５年度第３回定例会会議録を承認した。 

９ 議題及び議事の概要 

日程第１議案第１３号 川越市教育委員会の活動の点検評価委員会委員を委嘱する

ことについて 

（非公開） 

日程第２議案第１４号 川越市社会教育委員を委嘱することについて 

（非公開） 

日程第３議案第１５号 川越市立博物館協議会委員を委嘱することについて 

（非公開） 

日程第４議案第１６号 川越市幼児教育振興審議会委員を委嘱することについて 

（非公開） 

日程第５議案第１７号 川越市立学校給食センター運営委員会委員を委嘱すること

について 

（非公開） 

１０ 報告事項 

 ⑴ 川越市立特別支援学校の平成２６年度生徒募集について 

  参事兼教育センター所長   

平成２６年度川越市立特別支援学校生徒募集に関して昨年度からの変更点は、

募集要項に記載の通学区域の内容について「通学区域は、設けません」から、川
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越市立特別支援学校管理規則の表記に合わせるため「川越市内全域とする。ただ

し、市外からの入学を許可することができる」としたものである。また、入学選

考日は受検者確保のため近隣の特別支援学校の入学選考日を考慮して平成２６年

１月１０日としたものである。 

委 員   

現在の生徒数を伺いたい。 

参事兼教育センター所長   

第１学年１６名、第２学年１５名、第３学年１６名の計４７名である。 

委 員   

中学校の特別支援学級に通う生徒で、来年３月の卒業予定者数を伺いたい。 

参事兼教育センター所長   

３２名である。 

委 員   

募集人員は１６名のため、中学校の特別支援学級卒業予定者の全員が入学でき

るものではないが、市立特別支援学校以外にはどこの学校に入学するのか伺いた

い。 

参事兼教育センター所長   

昨年度の状況では、市内卒業生は１８名が受検している。そのほかの生徒は、

県立特別支援学校等を受検している。 

委 員   

昨年度からの変更点は通学区域を「川越市内全域とする。ただし、市外からの

入学を許可することができる」との表記にしたものであるが、入学許可に際して

は市内生を優先的に受入れ、その後に市外生を受入れるとの解釈でよろしいか。 

参事兼教育センター所長   

昨年度の選考では市内生を９名、市外生を７名受入れている。受入れの際は面

接等も含めて選考により決定しており、市内生を優先的に受入れ、その後に市外

生を受入れているのではない。 

委 員   

今回、通学区域の表記を変えたことにより、何か変更となったことはあるのか。 

参事兼教育センター所長   

選考方法等、特に変更はない。表記を川越市特別支援学校管理規則の記載内容

に合わせただけである。 

委 員   

市内生の割合を伺いたい。 

参事兼教育センター所長   

入学者数の割合で言うと今年度は市内生９名・市外生７名で市内生の割合は５
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６％、前年度及び前々年度においても市内生９名、市外生７名で市内生の割合は

５６％である。 

委 員   

市立の学校であることを考慮すると、市内生をより多く受入れることが求めら

れると考えられるが、そのことに対する具体的な取組はあるのか。 

参事兼教育センター所長   

市内の特別支援学級がある中学校と連携を図るため、校長会で市立特別支援学

校の説明をしたり、募集要項を持って各学校を訪問し市内生受入れへの取組を行

っている。 

委 員   

入学選考日は受検生確保のため近隣の特別支援学校の選考日を考慮して設定し

ているとのことだが、具体的な効果はあるのか。 

参事兼教育センター所長   

平成２１年度に定員割れをしたことから、同２２年度以降は近隣の特別支援学

校の選考日を考慮して入学選考日を設定することとした。その結果、同２２年度

の倍率は２．０６倍、同２３年度は２．６３倍、同２４年度は３．５６倍となり

効果が得られた。 

１１ その他 

 ⑴ 議事に先立ち委員長から、議案第１３号から議案第１７号は人事に関する情報で

あることからこれらの審議に係る会議を公開しないこととする動議が提出され、全

出席委員がこの動議に賛成し、当該審議については非公開として取扱うことに決定

した。 

 ⑵ 会議録署名委員として、原田委員、長井委員が指名された。 

 ⑶ 次回教育委員会は平成２５年７月３１日（水）午後２時開催に決定した。 

 


